OLYMPUS® 

マク□フラッシュシステム/ Macro 夕 System 
□ちを置己 H 人 I 人と割/近景闪光な系统 


■ 




lDIGITAL 



マク □ フラッシュコント □ ーラー FC-1 


リングフラッシュ RF-1 1/ ツインフラッシュ TF-22 

Macro Flash Controller FC-1 

Ring Flash RF-11 / Twin Flash TF-S2 

□ 卜 3 ち置别人 I 3 宣書刮 FC-1 

夏置己 H 人 I RF-11/E 哥置己 H 人 I TF-22 

近景闪光灯控制器 FC-1 

i 不形闪光灯 RF-1 1/双闪光灯 TF-22 


QP 取扱説明書 
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このたびは当社製品をお買い上げいただきありがとうございます。ご使用前に本説明書の内容をよくご理解の上、安全に 
正しくごイま用くださし、。この説明書はごイま用の際にいつでも見られるように大切にイ呆管してください。 


安全上のご注意（必ずお守りください） 

本説明書では、製品を安全に正しくご使用いただき、あなたやイ也の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、 
重要な内容を絵表示とともに記載しています。絵表示の意はは次のようになっています。絵表示の内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 


水警告 

人が死 t または重傷を負う 
可能性が想定される内容を 
示しています。 


行為を禁止ずる絵表示 

行為を指示する給表示 

禁止 分臟止 

〇強制 


■ 本製品はオリンパス製デジタルカメラま用のマクロフラッシュです。他社のカメラに接続すると、カメラおよびフラッ 
シュが動作しなくなるばかりか、カメラおよびフラッシュが破壊する恐れがあります。 


江思 

人が障害を負う可能性が想定 
される内容および物的損害の 
みの発生が想定される内容を 
示しています。 


水危険 

人が死 t または重傷を負う差 
し迫ったを険の発生が想定さ 
れる内容を示しています。 


水危険 
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■ 本製品には高電圧回路が組み込まれています。ホして分解、改造はしないでください。感電やけがの恐れが 
_あります。_ 

■ マクロフラッシュコントローラー FC -1 のリングフラッシュコネクター.ツインフラッシュコネクターの端子 
_には手を触れないでください。_ 

■ 加熱性ガスおよび爆発性ガス等が大気中に存在する恐れがある場所での本製品の使用はおやめください。引 
_义•爆発の原因となります。_ 

■ 車の運転者等に向けてフラッシュを発光しないでくださし、。大きな事故の原因になります。 


® 

(S 

(S 


水警告 
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■ フラッシュやイルミネーターを人け寺に乳幼児）に向けて至お距離で発光しないでください。目におづけて撮 
影すると、視力に回復不可能な程の傷害をきたす恐れがあります。特に乳幼児に巧して 1 m が内の距離で撮影 
しないでくださし、。 




■ フラッシュ、電池等を幼児、子供の手の届く範囲に放置しないでください。じ(下のような事故発生の恐れが 
あります。 

-電池や小さな付属品を飲み込む。万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 

-目の前でフラッシュが発光し、視力に回復不可能な程の障害を起こす。 

-フラッシュの動作部でけがをする。 


〇 


■ 電池の液漏れ、発熱、発义、破裂により、义災やけがの恐れがあります。 

-このフラッシュで指をされていない電池を使わないでください。 

-電池を义の中に巧入、加熱、シヨート、分解をしないでください。 

•古い電池と新しい電池、種類の異なる電池、異なるメーカーの電池を混ぜて巧わないでくださし、。 
-充電できないアルカリ電池等を充電しないでください。 

-電池の +- の極性を逆に入れないでください。 


■ 湿気やほこりの多い場所にフラッシュをイ呆管しないでくださし、。义災や感電の原因となります。 


■ 発光部分を手やハンカチ等の燃えやすい物で覆ったまま発光しないでください。 
また連続発光直後は発光部に手を触れないでください。やけどの恐れがあります。 


S ) 


■ 水に落としたり、内部に水が入ったりしたときは、速やかに電池を抜き、販売店またはオリンパス岡を修理 
センターにご相談ください。义災や感電の原因となります。 




A 江思 
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■ 異臭、異常音、変形もしくは煙が出たりする等の異常が生じた場合は、直ちにイま用を中止しやけどにを意し 
ながら電池を取り外し、オリンパス岡を修理センターにご連絡ください。 

_义災や、やけどの原因になります。_ 

■ 長期間使用しないときは電池を取り外しておいてください。電池の発熱やあ漏れにより、义災やけが、周囲 
_が巧れる原因になります。_ 

■ 電池の液漏れが起きたときは使用しないでください。放っておくと、义災や感電の原因となります。 

_販売店またはオリンパス岡を修理センターにご相談くださし、。_ 

■ ぬれた手で操作しないでください。感電の危険があります。 


■ 異常に温度が高くなるところに置かないでください。部品が劣化したり、义災の原因となることがあります。 


■ 長時間連続イ吏用したあとは、電池をすぐに取り出さないでくださし、。 
_電池が熱くなりやけどの原因となることがあります。_ 

■ 電池室を変形させたり、異物を入れたりしないでください。 


〇 

(S 

(S 

(S 

S ) 


お取り巧いについて 


) 


■ 本製品には精密な電子部品が組み込まれています。じ TF のような場所で本製品を使用またはイ呆管した場合、 
動作不良や故障の原因となりますので絶がに避けてください。 

-直射日光下や夏の海岸等 
-高温多湿、または温度-湿度変化の激しい場巧 
•砂、ほこり、ちりの多い場戸斤 
-义気のある場所 
-冷暖房機、加湿器のそば 
-水にぬれやすい場所 
-振動のある場巧 
. 自動車の中 


(S) 


■ フラッシュを落としたりぶつけたりして、強い振動やショックを与えないでくださし、。 


■ 長時間イま用しないと、カビ等により故障の原因になることがあります。使用前には動作点検をされることを 
おすすめします。 

■ 本体の電気接点部には触れないでください。故障の原因になることがあります。 


■ 発光部の加熱と劣化を防止するため、フル発光での連続発光は40回までで中断し、10分に(上間をあけて発光 
部を冷却させてください。 


〇 

S ) 

(S) 








































電池について 


) 


■ 電池は指をされた電池をお使いください。 

-単3ア J レカリ電池 （ LR 6 タイプ） . 

-単3ニッカド電池 . 

-単3ニッケル水素電池 . 

• 単3ニッケルマンガン電池に R 6 タイプ）.… 

-単3リチウム電池 （ FR 6 タイプ） . 

- CR - V 3( 当社製 LB -01) リチウム電池パック 
※単3マンガン電池 （ R 6 タイプ）は使用できません。 


■ が下の内容をずらない場合、電池のあ漏れ、発熱、発义、破裂により、义災やけがの恐れがあります。 

-古い電池と新しい電池、充電した電池と放電した電池、また、容量、種類、銘柄の異なる電池を一緒に混ぜ 
てイま用しないでください。 

-充電できないアルカリ電池等は充電しないでください。 

-+—を逆にして装着-イ吏用しないでくださし、。また電池室にスムーズに入らない場合は無理に接続しないで 
ください。 

-外装シール(絶縁被覆）を一部またはすベて剔がしている電池や、破れている電池をご使用になりますと、電 
池の源扁れ、発熱、破裂の原因になりますので、絶がにご使用にならないでください。 

-巿販されている電池の中にも、外装シール（絶縁被覆）の一部またはすべてが剥がれている電池があります。 
このような電池は、絶がにご使用にならないでくださし、。 

■ このような形状の電池はごイま用になれません。 


© 



© 



© 



© 


シール(絶縁被覆）を 
すべて剔がしている 
もの(裸電池）、また 
は一部が剔がされて 
いるもの。 


© 


負極（マイナス面）の 
一部に膨らみがある 
が、負極が シール 
(絶縁被覆）で覆われ 
ていないもの。 


© 


負極（マイナス面）が 
平らな電池。（負極 
の一部がシールに覆 
われていても、覆わ 
れていなくても使用 
できません。） 


■ 充電式電池は必ず指をされた充電器ですべての電池を同時にかつ完全に充電してからお使いください。また 
_電池、充電器の説明書をよく読んで、正しくお使いくださし、。_ 

■ 誤った使い方をするとあ漏れ、発熱、破損の原因になります。また、汗や油巧れは接触不良の原因となりま 
__す。巧れは乾いたホでしっかりと拭き取り、挿入の際は、 jh - の向きにを意して入れてください。_ 

■ 電池は、一般に低温になるにしたがって一時的に性能が低下します。寒冷地で使用するときは、フラッシュ 
__ を 防寒具や衣服の内側に入れる等してイ呆温しながら使用してください。_ 

■ 電池のあが皮膚•衣類へ付着したときは、直ちに水道水等のきれいな水で就い流してください。皮膚に傷害 
_を起こす原因になります。_ 

■ 電池の液が目に入ると、失明の原因になります。こすらずに、すぐ水道水等のきれいな水で充分に洗い流し、 
直ちに医師の治療を受けてください。 


電池に強い衝撃を与えたり、おげたりしないでくださし、。 


長時間の旅行等には、予備の新しい電池を用意することをおすすめします。 
特に海外では、地域によって入手困難なことがあります。 


■ 電池を水や海水等につけたり、端子部をぬらさないでください。 


■ 電池の+—極が汗や油で巧れていると、接触不良をおこす原因になります。 
乾いたホでよく拭いてからイま用してください。 


■ 火中へのお下や、加熱をしないでください, 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

(S) 

(S 

(S 

(S 

〇 

〇 


電池を捨てるときは、地域の条件に従って処分してくださし、。 


充電式電池を捨てる際には （+)( —)端子をテープで絶縁してから最寄りの充電式電池リサイクル協力店にお 
持ちください。 
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本製品を使用できるカメラについて - 

• オリンパス製デジタルカメラの種類によっては、本製品で使用できる機能に制限があります。詳しくは当社のホーム 
ぺージ （ http :// www . olympus . co . jp /) をご寶 ください。 

本取扱説明書をお読みになる前に 

〇本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

〇本書の内容については、万全を期して作成しておりますが、万一ご不審な点、誤り、記載もれ等、お気づきの点がござ 
いましたらご連絡く ださし、。 

〇本書の内容の一部または全部を無断で複写することは、個人としてご利用になる場合を除き、禁止されています。ま 
た、無断転載は固くお断りします。 

〇本製品の不適当なイま用により、万一損害が生じたり、逸失利益、または第兰者からのいかなる請求に関し、当社では一 
切その責任を負いかねますのでご了承ください。 

〇本製品の故障、オリンパス指を外の第兰者による修理、その他の理由により生じた画像データの消失による、損害およ 
び逸失利益等に関し、当社では一切その責任を負いかねますのでご了承ください。 

〇本製品で撮影された画像の質は、通常のフィルム式カメラの写真の質とは異なります。 


商標について 

本説明書に記載されているすべてのブランド名または商品名は、それらの戸斤有者の商標または登録商標です。 
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マクロフラッシュシステム 

参リングフラッシュ RF-11 (P.15) 

小さな被写体を影を出さずにはっきり写す 
ことができます。また穴の中の近接撮影な 
ど一般のフラッシュでは不可能な撮影も可 
能です。 



参ツインフラッシュ TF-22 (P.27) 

2灯の発光部の角度-位置-発光比率を変えて 
陰影を強調するなど多彩なライティングで撮 
影できるマクロ撮影用のフラッシュです。1灯 
だけで使うこともできます。 





参リングフラッシュ RF -11、 ツインフラッシュ TF -22 ともマクロフラッシュコントローラー FC -1 
に接続して使用します。 


参オリンパス「フォーサーズシステム」デジタルー眼レフカメラを使用すれば TTL AUTO により 
簡単に適正露出で撮影できます。 


参リングフラッシュ RF -11、 ツインフラッシュ TF -22 を同時に使うことはできません。 
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箱の中を確認しましょう 

お買い上げいただいた商品には下表の付属品が入っています。万一、不足していたり破損してい 
る場合はお買い上げ販売店までご連絡ください。 


製品 

セット販売商品 

単独販売商品 

付属品 

リングフラッシュ 
セット 

SRF -11 

ツインフラッシュ 
セット 

STF -22 

リングフラッシュ 
RF -11 

ツインフラッシュ 
TF -22 

マクロフラッシュコントローラー 

FC -1 

〇 

〇 



リングフラッシュ RF -11 

〇 


〇 


ツインフラッシュ TF -22 


〇 


〇 

シューリング SR -1 


〇 


〇 

ディフューザー FDT -1 


〇 


〇 

マクロフラッシュ用ケース 

〇 

〇 



取扱説明書(本書） 

〇 

〇 




参〇の付属品が入っています。 

参取扱説明書は SRF -11/ STF -22 共通です。 



マクロフラッシュ 
コントローラー FC -1 



使用できるカメラ-レンズ 

■オリンパス「フォーサーズシステム」デジタルー眼レフカメラ E -1 

下表の〇のズイコーデジタルレンズと組み合わせで使用できます。 


〇 :使用できます。 X :使用できません。 


ズイコーデジタルレンズ 

リングフラッシュ RF -11 

ツインフラッシュ TF -22 

備 考 

ZUIKOD に ITALED 50 mmF 2 Macro 

*o 

*o 

* 別売のフラッシュアダプターリング FR -1 がか要です。 

ZUIKO DIGITAL 11 -22 mm F 2.8-3.5 

X 

o 


ZUIKO DIGITAL 14-54 mm F 2.8-3.5 

o 

o 


ZUIKO DIGITAL EDS 日- 2 日日 mm F 2.8-3.5 

o 

o 


ZUIKO DIGITAL ED 300 mmF 2.8 

X 

X 



* フラッシュアダプターリング FR -1 の使い方 



今後発売されるオリンパスデジタルカメラ、レンズとの組み合わせについては当なホームぺージ 
をご覧になるか、カスタマーサポートセンターにお問い合わせください。 



























































各部の名称、 

参マクロフラッシュコントローラー FC -1 





モードボタン （ P .18/31) 

ランプボタン （ P .19/33) 

才ートチェックランプ 
( P .20/34) 

電池カバー ( P .13) 

チヤージランフ 7 テストボタン 
( P .16/29) 

パワーボタン 
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コント ロール パネル表示 


ツインフラッシュ 


制御モード 


リングフラッシニ 


ガイドナンバー- 
( GN ) 


設を値表示—— 
( GN 、 発光比、 
発光量補正） 


RINGITWIN 


LTTL AUTO 


I がいが ! ILMANUAL 

□ 


8:14:12:11:11:21:41:81 


— GNmf ^_ 國 

JIBKBEimB 


メートル （ P .46) フイート （ P .46) 

* 説明のためにすベての表示を点灯させた状態です。 


>リングフラッシュ RF -11 


( P .15) 



-発光窓 


ツインフラッシュ 
発光量比率表示 

( P .36/40) 


発光量補正 
( P .21/23 / 
35/39) 



11 


































































































参ツインフラッシュ TF-22 



マクロフラッシュ用ケースの使い方 

オリンパスデジタルカメラ用マクロフラッシュシステムのすべてを収納することができます。 
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マクロフラッシュコントローラー FC -1 の使い方^^ 
<電池を入れます> 


電池(別売）は、々のいずれかの種類のものをご使用くださし、。 


•単3アルカリ電池 （LR6 タイプ） . 4本 

-単3ニッカド電池 . 4本 

•単3ニッケル水素電池 . 4本 

.単3ニッケルマンガン電池 (ZR6 タイプ） . 4本 

•単3リチウム電池 （FR6 タイプ） . 4本 

• CR-V3( 当社製 LB-01) リチウム電池パック . 2本 


* 単3マンガン電池 （R 6タイプ）はイま用しないでください。 



電池の入れ方 

1. 電池カバーを開きます。 

2. 電池の向きを正しく合わせて入れます。 

3. 電池カバーを閉じます。 




次の外部電源(別売）も使用できます。 ( P .49) 

-フラッシュハイボルテージセット SHV -1 

■ごを意 

-種類の違う電池あるいは新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでくださし、。 

-長期間使用しないときは電池を取り出してくださし、。 

-長期旅行や寒冷地の撮影には予備の電池をご用意ください。 

•リングフラッシュ RF -11 またはツインフラッシュ TF -22 を取り付けていない状態では、本機のパワーボタンを押し 
てもコントロールパネルの 「 RING 」「 TWIN 」 表示が点滅し、自動的に電源が切れます。 ( P .47) 
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< カメラへの取り付け、取り外しのしかた> 


カメラおよび本機の電源が切れていることを確認してくださし、。 

電源が入ったまま取り付け、取り外しをすると故障の原因となります。 




取り付け方 


1. へッド部を基本の位置(水平、正面位置）にセットします。 

2. カメラの ホッ トシューカバーを外します。 

• ホットシューカバーはマクロフラッシュ用ケースのポケット 
などに入れ、なくさないように保管してください。 

3 . ロックリングを緩めます。 

. ロックピンが出ている場合は、ロックリングを「卜 LOCK 」 
と反が方向に止まるところまで回して、ロックピンを引つ 
込めてください。 

ロックピン 


電気接点 

•ロックリングに必要に(上の力をかけないようにしてください。 

-電気接点に、指や金具等で触れないでください。 

-ロックピンが出た状態でカメラに装着しないでください。故障の原因 
になります。 

4 .フラッシュをホットシューの奥にカチッと突き当たるまで 
しっかりと差し込みます。 

5 .ロックリングを「卜 LOCK 」 方向に止まるまで回します。 



取り外し方 


1.ロックリングを完全に緩め、ホットシューからスライドさ 
せて抜きます。 


2.カメラのホットシューカバーを取り付けます。 


リングフラッシュ RF -11 またはツインフラッシュ TF -22 を取り付けます 


-リングフラッシュ RF -11 の使い方 
• ツインフラッシュ TF -22 の使い方 


P .15 

P .27 


リングフラッシュ RF -1 1の使い方 

<カメラへの取り付け方> 


.カメラにマクロフラッシュコントローラー FC -1 を取り付けておいてくださし、。 
-落下の恐れがありますので、カメラはまをさせた状態で取り付けてくださし、。 



1 .レンズにリングフラッシュ RF -11 を指標を合わせて取り 
付けます。 


2 .マクロフラッシュコントローラー FC -1 のリングフラッ 
シュ解放ボタンを押してキャップを外します。 



3. リングフラッシュ RF -11 のコネクター端子を、マクロフ 
ラッシュコントローラー FC -1 のリングフラッシュコネク 
夕一に「カチッ」と音がするまでしっかりと差し込んでくだ 
さし、。 

. コネクターを 外すときは、リング フラッシュ 解放ボタンを 
押しながら外し、外した後は必ずキャップをはめておいて 
ください。 

. コネクターの 取り付け、取り外しは コネクター 端子を持っ 
て行ってください。コード部を引っ張ると断線の恐れがあ 
ります。 


■ご注意 

•リングフラッシュコネクターの着脱は必ず電源を切った状態で行ってくださし、。故障の原因となります。 

-ツインフラッシュコネクターは必ずキャップをはめておいてくださし、。キャップがはまっていないときは電源が入 
りません。 

■ メモ 

-リングフラッシュコネクター、ツインフラッシュコネクターの各端子には高電圧がかかります。このため本機はコ 
ネクター端子が接続され、かつ使用していないコネクターにはすべてキャップをはめていないと電源が入らない安 
全設計になっています。 
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< 充電を確認します > 



1.カメラの電源を入れてから、パワーボタンを押すと本機の 
電源が入ります。 

• コントロールパネルに 「 RING 」 表示が点灯し、充電が始ま 
ります。 


ご注意：.コントロールパネルに 「 RING 」「 TWIN 」 表示が点滅してい 
るときは表示が消えてからカメラの電源を切り、リング 
フラッシュコネクターを接続し直してくださし、。 （ P .47) 
-ツインフラッシュコネクターのキヤップが両方ともは 
まっていないときはパワーボタンを押しても電源は入り 
ません。 




2.チヤージランプの点灯を確認します。 

•チヤージランプ点灯までの時間がつぎのようになったら、 
早めに電池を交換してください。 


アルカリ電池/ニッケルマンガン電池 

リチウム電池/ニッカド電池 

30砂が上 

ニッケル水素電池 

10秒 liLb 


チヤージランプと才ートチェックランプが同時に点滅して 
いるときは電池が著しく消耗しています。必ず新しし、電池 
と交換してください。 


メモ： テスト発光 

テストボタンを押すとフラッシュを発光させることができます。 
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3.もう一度パワーボタンを押すと電源が切れます。 

次のときは電源を切ってください。 

-カメラに取り付けまたは取り外しするとき 
• フラッシュを光らせたくないとき 
-使用しないとき 

. リング フラッシュコネクターを 取り付け、取り外しする 
とぎ 


■電池別の発光間隔と発光回数 

すべて同一種類の新品電池を使用した場合の発光間隔と発光回数は次の通りです。 


イま用電池 

発光間隔 

発光回数 

単3アルカリ電池 （ LR 6 タイプ） 

約4秒 

約250回 

単3ニッカド電池 （ lOOOmAh ) 

約3秒 

約170回 

単3ニッケル水素電池 (1900 mAh ) 

約 3.5 秒 

約200回 

単3ニッケルマンガン電池に R 6 タイプ） 

約4秒 

約160回 

単3リチウム電池 （ FR 6 タイプ） 

約5秒 

約190回 

CR - V 3( 当社製 LB -01) リチウム電池パック 

約4秒 

約420回 


* 当社試験条件によります。撮影条件により異なることがあります。 
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< 制御モードの選び方 > 



1. シャッターボタンを軽く押すと、カメラ.フラッシュ間で 
に0感度、絞り、シャッタースピード等の撮影情報の通信 
が行われます。 

• コントロールパネルにフラッシュ制御モードが表示され 
ます。 

-モードボタンを押すたびに切り換わります。 


フフッンユ 

制御モード 

コントロ ー ル 
パネル表示 

制御内容 

まな用途 

「►TTLAUTO 

1 

TTL AUTO 

カメラ側の設をに合わせてプリ発 
光によりフラッシュ発光を自動的 
に制御します。 

通信機能付きカメラでは、通常この 
モードをお使いくださし、。 

MANUAL 

MANUAL 

設をした発光量で発光します。 

マニュアル発光での撮影 


■ごを意 

* カメラ側の撮影モードにより使用できないモードがあります。 
* 使用できないモードを選ぶことはできません。 
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<ィルミネーターの使い方〉 


イルミネーターは、モデリングランプ、 AF イルミネーター、ホ目軽減ランプの3つの機能があり 
ます。 


モデリングランプ 


暗いところでの撮影などで、被写体が確認しづらいとき容易に確認することができます。 

1. ランプボタンを押すとモデリングランプとして働きイルミ 
ネーターが照射されます。 

•イルミネーターの照射時間は初期状態で30秒に設をされて 
います。 

-照射時間はカスタム設をにより1秒〜3分にすることができ 
ます。 （ P .46) 

カメラのシャツターを切ると、シャツターが切れる直前に 
消えます。 

2. イルミネーター照射中にもう一度ランプボタンを押すと消 
灯します。 


オリンパス「フォーサーズシステム」デジタルー眼レフカメラでは暗い被写体、コントラスト 
のない被写体は AF イルミネーターとして働きイルミネーターが光りピントを合わせやすくし 
ます。 

またカスタム設をにより機能させないこともできます。 ( P .46) 

赤目軽減ランプ 


オリンパス「フォーサーズシステム」デジタルー眼レフカメラではカメラ側のフラツシュ発光 
モードを赤目軽減発光モードにセットすれば、赤目軽減ランプとして働きイルミネーターが 
約1秒間点灯し、目にやさしい光で目がホく写ってしまう現象を起こりにくくします。 

.イルミネーターランプの点灯からシャツターが切れるまで約1秒かかります。カメラをしっか 
り構えて手ぶれを防いでください。 

-フラッシュを正面から見ていない場合や、予備発光を見ていない場合、距離が遠い場合など 
や個人差により、赤目軽減の効果が現れにく くなります。 



AF イルミネーター 
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く TTL AU 下0> 


プリ発光により適正発光量を測をした後、本発光します。 



1.下表を目安にお使いになるレンズに合わせて絞りをセット 
してくださし、。 

絞りの目安 

ズイコーデジタルレンズ 


ZUIKO DIGITAL ED 50 mm F 2 Macro 

F 11 

ZUIKO DIGITAL 14-54 mm F 2.8-3.5 

ZUIKO DIGITAL ED 50-200 mm F 2.8-3.5 

F 8 


•これ必外の絞りでもフラッシュ調光の範囲であれば適 
正露出で発光します。 

•フラッシュ調光の範囲はレンズや撮影距離により異な 
ります。詳しくは P .24 をごらんくださし、。 

2 .シャッターを切った後、才ートチェックランプが約5秒 
間点滅すれば正しく発光しています。点滅しなかった 
時は露出が適正ではありませんので絞り （ F ) などの撮影 
条件を変更してください。 
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■光量補正 

フラッシュ発光量を±3段の範囲で補正することができます。 



補正値 


カスタム設をで光量補正を ON にしておいてくださし、。 ( P .46) 
• コントロール パネルに反巧 マー クが出ます。 

1. ダイヤル B を回し、発光量補正を設をしてください。 

0.0 一 +0.3 一 +0.7 — +1.0 —— -+3.0 
0.0 一 一 0.3 一 —0.7 -►—1.0 -►—3.0 

が還ネ尺できます。（ダイヤル A でも設をできます。） 

2. カメラ側でフラッシユ補正が設をされているときは、本機 
で設をした補正値と合算した補正量で発光します。 

このときコントロールパネルに表示される補正量は本機の 
設を値のみが表示されます。 


[例] 



設をした補正値 

コントロールパネルの 

発光量補正値表示 

実際に発光 
する補正量 

RF -11 

+0.3 

+0.3 

+0.6 

カメラ 

+0.3 
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く MANUAL 〉 

設をされた発光量で発光します。 



1. コントロールパネルには光量比が表示されます。 

光量比：フル発光にがする発光量の比 

* カスタム設をにより光量比表示に代えてガイドナンバー ( GN ) 表示と 
することもできます。 （ P .46) 

2. ダイヤル A を回し、光量比を設をしてください。 

光量比は1/1、1/2、1/4、1/8、1/16、1/32、1/64、1/128、 
1/256が設をできます。 


ガイドナンバ ー( GN ) 


光量比 

1/1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

1/256 

GNm 

11 

8.0 

5.6 

4.0 

2.8 

2.0 

1.4 

1.0 

0.7 

GNft 

36 

26 

18 

13 

9.2 

6.6 

4.6 

3.3 

2.3 


■絞り （ F )、 発光量またはガイドナンバ ー（ GN ) の決め方 

マクロ撮影では被写体までの距離が近くなり、撮影倍率が高くなるため無限遠での明るさで 
決められた絞り （ F ) よりも光量が低下します。 

このときの F 値を有効 F 値といい、撮影倍率やレンズの種類により異なります。このため 
MANUAL モードではフラッシユ発光量や絞りの決をに考慮する必要があります。 

1. オリンパス「フォーサーズシステム」一眼レフカメラで撮影する場合 

•使用されるレンズの調光範囲をごらんになり、撮影距離に適合した絞り （ F )、 光量比の組み 
合わせを還んで設をしてください。 ( P .24) 

. 被写体の条件により適正露出とならないこともありますのでテスト撮影により絞り、光量 
比などを調整してください。 

2. そのイ也のカメラで撮影する場合 

•テスト撮影により光量比、絞り （ F ) を設をしてください。 
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■光量補正 

光量比（ガイドナンバ ー) を1/3段ステップで補正することができます。 



カスタム設をで光量補正を ON にしておいてくださし、。 ( P .46) 
• コントロール パネルに反 マー クが出ます。 

1.ダイヤル B を回し、発光量補正を設をしてください。 

0 一 +0.3 一 +0.7 一 さらに回すと光量比の値が増加 
します。 

0^ —0.3^ —0.7^ さらに回すと光量比の値が減少 
します。 


カメラ側でフラッシユ補正が設をされていても、本機の補 
正のみ働き、カメラ側の設をは働きません。 


[例] 



設をした補正値 

コントロールパネルの 

発光量補正値表示 

実際に発光 
する補正量 

RF -11 

+0.3 

+0.3 

+0.3 

カメラ 

+0.3 
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< 調光範囲 > 


各レンズ別のリングフラッシュ RF-11 の調光範囲は次の図をごらんください。 

■図の見方 

1.TTL AUTO 

被写体までの距離にがし下記範囲の絞り （F) を設をすれば適正露出で発光します。 


C _ ] に0感度100時 に0感度400時 

2. MANUAL 

-被写体までの距離にがし線上に表示された光量比と絞り （F) を組み合わせれば適正露出の発 
光となります。 

■ごミ主意 

-適正露出は被写体などの条件により変わることもありますので、図を参考にテスト撮影を行し、最適条件を設をされ 
ることをおすすめします。 


参 ZUIKO DIGITAL ED50mm F2 Macro 



I I TTL AUTO 調光範囲旧0100時 

|\\\\N TTL AUTO 調光範囲 ISO 400時 


1/4(1/16) 

1/8(1/32) 

1/16(1/64) 

1/32(1/128) 

1/64(1/256) 

1/128( —— ) 

1/256( —— ) 


23.1cm 21.3cm 


エクステンションチューブ 
EX-25 使用時 


■図の見方例〈撮影距離 1m の場合〉 

TTLAUTO • IS0100 ではトー絞り F2 〜 F11 が適正発光となる範囲です。 
MANUAL -に0100では光量比1/1のときは参絞り F1 1が適正発光となります。 
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参 ZUIKO DIGITAL 14-54mm F2 ぶ- 3.514mm 時 



エクステンションチューブ 
EX-25 は使用できません。 


I I TTLAUTO 調光範囲旧0100時 

K\\\N TTL AUTO 調光範囲旧0400時 


参 ZUIKO DIGITAL 14-54mm F2 ぶ- 3.5 54mmB 寺 



I I TTL AUTO 調光範囲旧0100時 

K\\\N TTL AUTO 調光範囲 ISO 400時 








































































参 ZUIKO DIGITAL ED 50_200 mm F 2 ぶ- 3.5 50 mm 時 



I I TTLAUTO 調光範囲 旧0100 時 

K\\\N TTLAUTO 調光範囲 ISO400 時 


1/1 (1/4) 
1/2(1/8) 
1/4(1/16) 
1/8(1/32) 
1/16(1/64) 

28cm 〜 27.6cm 
エクステンションチ ューブ 
EX-25 使用時 



参 ZUIKO DIGITAL ED 50-200 mm F 2 ぶ- 3.5 200 mm 時 



I I TTLAUTO 調光範囲 旧0100 時 

K\\\N TTLAUTO 調光範囲 IS0400 時 



195.9 cm 88.5cm 
エクステンションチ ューブ 
EX-25 使用時 
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ツインフラッシュ TF -22 の使い方 

<カメラへの取り付け方> 


マクロフラッシュコントローラ 



- FC -1 を取り付けておいてください。 

1. レンズにシューリング SR -1 (付属）を取り付けます。 



2.ツインフラッシユ TF -22 をシユーフレームに取り付け 
ます。 

•外すときはシユーフレームの解放ボタンを押しながら外し 
ます。 

-発光部の位置を変えるには回転ロックボタンを押しながら 
シューフレームを回してくださし、。 


メモ：回転リングを回しても発光部の位置を変えることができ 
ます。 
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4 .ツインフラッシュ TF -22 のコネクター端子を、マクロフ 
ラッシュコントローラー FC -1 のツインフラッシュコネク 
夕一に「カチッ」と音がするまでしっかりと差し込んでくだ 
さし、。 

-コネクターを 外すときは、ツイン フラッシュ 解放ボタンを 
押しながら外し、外した後は必ずキャップをはめておい 
てください。 

. コネクターの取り付け、取り外しはコネクター端子を持っ 
て行ってください。コード部を引っ張ると断線の恐れがあ 
ります。 


■ごを意 

•ツインフラッシュコネクターの着脱は'必ず電源を切った状態で行ってください。故障の原因となります。 

-1灯だけを巧う場合は、使わないツインフラッシュコネクターのキャップは必ずはめておいてください。 

またリングフラッシュコネクターも必ずキャップをはめておいてくださし、。 

キャップがはまっていないときは電源が入りません。 

■ メモ 

-リングフラッシュコネクター、ツインフラッシュコネクターの各端子には高電圧がかかります。このため本機はコ 
ネクターが接続され、かつ使用していないコネクターはすべてキャップをはめていないと電源が入らない安全設計 
になっています。 
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<充電を確認します> 



1.カメラの電源を入れてから、パワーボタンを押すと本機の 
電源が入ります。 

• コントロールパネルに 「 TWIN 」 表示が点灯し、充電が始ま 
ります。 


ごミ主意：•コントロールパネルに 「 RING 」「 TWIN 」 表示が点滅してい 
るときは表示が消えてからカメラの電源を切り、リング 
フラッシュコネクターを接続し直してくださし、。 （ P .47) 
-ツインフラッシュ TF -22、 リングフラッシュ RF -11 を同 
時に接続した状態ではパワーボタンを押しても電源は入 
りません。（両方を同時に使うことはできません。） 



2 .チャージランプの点灯を確認します。 

•チヤージランプ点灯までの時間がつぎのようになったら、 
早めに電池を交換してください。 


アルカリ電池/ニッケルマンガン電池 

リチウム電池/ニッカド電池 

30秒(上 

ニッケル水素電池 

10砂が上 


チヤージランプと才ートチェックランプが同時に点滅して 
いるときは電池が著しく消耗しています。必ず新しい電池 
と交換してください。 




29 
































































































3 .もう一度パワーボタンを押すと電源が切れます。 

次のときは電源を切ってくださし、。 

-カメラに取り付けまたは取り外しするとき 
. フラッシュを光らせたくないとき 
-使用しないとき 

. ツイン フラッシュ コネクターを取り付け、取り外しするとき 


■ 電池別の発光間隔と発光回数 

すべて同一種類の新品電池を使用した場合の発光間隔と発光回数は次の通りです。 


使用電池 

発光間隔 

発光回数 

単3アルカリ電池 （ LR 6 タイプ） 

約4秒 

約250回 

単3ニッカド電池 （ lOOOmAh ) 

約3秒 

約170回 

単3ニッケル水素電池 （1900 mAh ) 

約 3.5 秒 

約200回 

単3ニッケルマンガン電池に R 6 タイプ） 

約4抄 

約160回 

単3リチウム電池 （ FR 6 タイプ） 

約5秒 

約190回 

CR - V 3( 当社製 LB -01) リチウム電池パック 

約4抄 

約420回 


* 当社試験条件によります。撮影条件により異なることがあります。 



30 


<制御モードの選び方> 



1. シャッターボタンを軽く押すと、カメラ.フラッシュ間 
でに0感度、絞り、シャッタースピード等の撮影情報の 
通信が行われます。 

. コントロールパネルにフラッシュ制御モードが表示され 
ます。 

-モードボタンを押すたびに切り換わります。 


フラッシュ 
制御モード 

コントロール 
パネル表示 

制御内容 

まな用途 

!-► TTL AUTO 

1 

TTL AUTO 

カメラ側の設をに合わせてプリ発 
光によりフラッシュ発光を自動的 
に制御します。 

通信機能付きカメラは通常はこの 
モードをお使いくださし、。 

MANUAL 

MANUAL 

設をした発光量で発光します。 

マニュアル発光での撮影 


■ごを意 

* カメラ側の撮影モードにより巧用できないモードがあります。 

* 通信機能のないカメラなど、お使いになる機種によっては 「 TTL AUTO 」 は使用できません。 
* 使用できないモードを選ぶことはできません。 
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< 角度調整のしかた > 

■発光部の角度 

-上下方向は次の角度に調整できます。 


指標位置 

水平位置からのち度 

上③ 

68。 

上② 

45。 

上① 

20。 

水平位置 

0。 

下① 

15。 

下② 

30。 

下③ 

45。 



-左右回転方向は45°間隔で調整できます。 

■推奨角度：被写体に効率よく照射される角度 

左右回転方向正面時 



* 被写体までの距離 

角 度 

0.2 m 

下方 30° (指標下②位置） 

0.3 m 

下方15° (指標下①位置） 

0.4 m 

0。 

0.5 m 

0。 

0.7 m 

上方20° (指標上①位置） 

1.0 m 

上方20° (指標上①位置） 


* 撮像素子位置 （ E -1 では■©■マークで表示されています）か 
ら被写体までの距離を表します。 


•シユーフレームに取り付けたときは上方20° (指標上①位置）が撮影方向にがし発光部が真正 
面になります。 

•角度により影の出方が変わり、立体感の表現が変化します。またレンズによっても効果が異 
なります。撮影意図に応じて設をしてください。 

-角度により被写体へ照射される光量が変化します。 

TTLAUTO 適正露出で発光しますが、調光範囲は角度により変化します。 

MANUAL テスト撮影により発光比を設定してください。 

■ごを意 

•発光部をレンズに向けるとフレア-ゴーストの原因となります。 
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<イ ルミ ネーターの 使い方〉 

イルミネーターは、モデリングランプ、 AF イルミネーター、ホ目軽減ランプの3つの機能があり 
ます。 


モデリングランプ 


暗いところでの撮影などで、被写体が確認しづらいとき容易に確認することができます。 

1. ランプボタンを押すとモデリングランプとして働きイルミ 
ネーターが 照射されます。 

•イルミネーターの照射時間は初期状態で30秒に設をされて 
います。 

-照射時間はカスタム設をにより1秒〜3分にすることができ 
ます。 （ P .46) 

カメラのシャツターを切ると、シャツターが切れる直前に 
消えます。 

2. イルミネーター照射中にもう一度ランプボタンを押すと消 
灯します。 


オリンパス「フォーサーズシステム」デジタルー眼レフカメラでは暗い被写体、コントラスト 
のない被写体は AF イルミネーターとして働きイルミネーターが光りピントを合わせやすくし 
ます。 

またカスタム設をにより機能させないこともできます。 ( P .46) 

赤目軽減ランプ 


オリンパス「フォーサーズシステム」デジタルー眼レフカメラではカメラ側のフラツシュ発光 
モードを赤目軽減発光モードにセットすれば、赤目軽減ランプとして働きイルミネーターが 
約1秒間点灯し、目にやさしい光で目がホく写ってしまう現象を起こりにくくします。 

.イルミネーターランプの点灯からシャツターが切れるまで約1秒かかります。カメラをしっか 
り構えて手ぶれを防いでください。 

-フラッシュを正面から見ていない場合や、予備発光を見ていない場合、距離が遠い場合など 
や個人差により、赤目軽減の効果が現れにく くなります。 



AF イルミネーター 
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く TTL AU 下0> 


プリ発光により適正発光量を測をした後、本発光します。 



M 巧 


1 .下表を目安にお使いになるレンズに合わせて絞り （F) を 
セットしてくださし、。 

絞りの目安 

ズイコーデジタルレンズ 

ZUIKO DIGITAL EDSOmm F 2 Macro |' 

ZUIKO DIGITAL 11 -22 mm F 2.8-3.5 ^ 

ZUIKO DIGITAL 14-54 mm F 2.8-3.5 … 

ZUIKO DIGITAL ED 50-200 mm F 2.8-3.5 


これ必外の絞り （F) でもフラッシュ調光の範囲であれば適 
正露出で発光します0 

フラッシュ調光の範囲はレンズや撮影距離により異なりま 
す。詳しくは P.42 をごらんくださし、。 



2 .シャッターを切った後、才ートチェックランプが約5秒間 
点滅すれば正しく発光しています。 

点滅しなかったときは露出が適正ではありませんので絞り 
(F) などの撮影条件を変更してください。 
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■光量補正 

フラッシュ発光量を±3段の範囲で補正することができます。 



カスタム設をで光量補正を ON にしておいてくださし、。 (P.46) 
• コントロールパネルに医空!マークが出ます。 

1.ダイヤル B を回し、発光量補正を設をしてください。 

0 一 +0.3 一 +0.7 一 +1 .0 … +3.0 
0 —► — 0.3 —► —0.7 —► —1.0-" —3.0 

が選択できます。（ダイヤル A でも設をできます。） 


2.発光量補正値の表示は補正値が〇必外のときに表示され 
ます。 


3 .カメラ側でフラッシュ補正が設をされているときは、本機 
で設をした補正値と合算した補正量で発光します。 

このときコントロールパネルに表示される補正量は本機の 
設を値のみが表示されます。 


[例] 



設をした補正値 

コントロールパネルの 

発光量補正値表示 

実際に発光 
する補正量 

TF -22 

+0.3 

+0.3 

+0.6 

カメラ 

+0.3 
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■発光量比率設定 

2灯 （ 0、回）使用の場合、発光比率を変えることができます。 
被写体の陰影に差をつけて立体感を多彩に表現できます。 



発光比率8:1 1:1 1:8 

ダイヤル A を回すとツインフラッシュ 凸回 の発光量比率がコントロールパネルに表示され、 
発光量比率を設をできます。 

-発光量比率表示は数値とバー表示で同時に表示されます。 

-設をは1/3段ステップで設をできます。 



■ごを意 

発光量比率の設を値では適正 
露出とならなし、撮影条件では 
自動的に設を値を変えて発光 
することがあります。 


発光量比率 

コントロールパネル表示 


A 

凸 

フラッシュ A のみ発光 
フラッシュ B は発光しません。 

8:1 

EI ： 1 

凸 8:1 4Ti 271 lTl iT2iT 4iTs 回 

癸ホ章かを8 :1 

廢出値に換算すると+3段に相当します。） 

4:1 

し! J 

凸 sTi4 Ti27i lTl 1 T 2 iT41?8 回 

癸ホ量化率4 :1 

廢出値に換算すると+2段に相当します。） 

2:1 

口 8:14:12:11:11:21:41:8 回 

癸ホ章かを2 :1 

廢出値に換算すると+1段に相当します。） 

1:1 

/■■ / 

D 8:14:12:11:1 1 :21:41:8 回 

癸ホ量！■ヒ率1:1 

フラッシュ A 、 B が同じ光量で発光します。 

1:2 

— 1:? ■— _ 

凸み 47i27i iTi i72i 74iTs 回 

発光量比率1: 2 

儒出値に換算すると一1段に相当します。） 

1:4 

1:1-1 

凸 sTi4 Ti2Ti lTl iT2iT 4iTs 回 

発光量比率1: 4 

儒出値に換算すると一2段に相当します。） 

1:8 

1:8 ■— 

D 8:14:12:11:11:21:41:8 回 

発光量比率1: 8 

儒出値に換算すると一3段に相当します。） 

B 

巧 

フラッシュ B のみ発光 
フラッシュ A は発光しません。 


く MANUAL 〉 


設をされた発光量で発光します。 



1. コントロールパネルには光量比が表示されます。 

2灯使用時は、2灯の合成発光量を表示します。 

光量比：フル発光にがする発光量の比 

* カスタム設をにより光量比表示に代えてガイドナンバー （ GN ) 表示と 
することもできます。 （ P .46) 

2. ダイヤル B を回し、光量比を設をしてください。 

光量比は1/1、1/2、1/4、1/8、1/16、1/32、1/64、 
1/128、1/256、1/512が設定:できます。 

. ツインフラッシュは1灯か2灯、角度調整、発光量比率など 
の条件により被写体への照射光量が変わります。ガイドナ 
ンバー表示を参考にテスト撮影により適当な絞り （F) また 
は光量比を設をしてください。 


2灯の場合(合成ガイドナンバー) 


光量比 

1/1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

1/256 

1/512 

GNm 

22 

16 

11 

8.0 

5.6 

4.0 

2.8 

2.0 

1.4 

1.0 

GNft 

72 

52 

36 

26 

18 

13 

9.2 

6.6 

4.6 

3.3 


1灯の場合 


光量比 

1/1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

1/256 

1/512 

GNm 

16 

11 

8.0 

5.6 

4.0 

2.8 

2.0 

1.4 

1.0 

0.7 

GNft 

52 

36 

26 

18 

13 

9.2 

6.6 

4.6 

3.3 

2.3 
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■絞り （ F )、 発光量またはガイドナンバ ー（ GN ) の決め方 

マクロ撮影では被写体までの距離が近くなり、撮影倍率が高くなるため無限遠での明るさで 
決められた絞り （F) よりも光量が低下します。このときの F 値を有効 F 値といい、撮影倍率やレ 
ンズの種類により異なります。このため MANUAL モードではフラッシュ発光量や絞りの決を 
に考慮する必要があります。 

1. オリンパス「フォーサーズシステム」一眼レフカメラで撮影する場合 

- P.42 ツインフラッシュ TF-22 調光範囲図により使用レンズにあわせ、撮影距離に適合した 
絞り （F)、 光量比の組み合わせを還んで設をしてください。 

. 被写体の条件により適正露出とならないこともありますのでテスト撮影により適宜絞り、 
光量比などを調整してください。 

2. そのイ也のカメラで撮影する場合 

•テスト撮影により光量比、絞り （F) を設をしてください。 
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■光量補正 

光量比（ガイドナンバ ー) を1/3段ステップで補正することができます。 



カスタム設をで光量補正を ON にしておいてくださし、。 (P.46) 
• コントロール パネルに反司 マー クが出ます。 

1.ダイヤル B を回し、発光量補正を設をしてください。 

0 一 +0.3 一 +0.7 一 さらに回すと光量比の値が増加 
します。 

0 一 一 0.3 一 -0.7 一 さらに回すと光量比の値が減少 
します。 


カメラ側でフラッシユ補正が設をされていても、本機の補 
正のみ働き、カメラ側の設をは働きません。 


[例] 



設をした補正値 

コントロールパネルの 

発光量補正値表示 

実際に発光 
する補正量 

TF -22 

+0.3 

+0.3 

+0.3 

カメラ 

+0.3 
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■発光量比率設定 

2灯（凸、回）使用の場合、発光比率を変えることができます。 
被写体の陰影に差をつけて立体感を多彩に表現できます。 


1 ^ 



発光比率8:1 1:1 

ダイヤル A を回すとツインフラッシュ0因の発光量比率がコントロ- 
発光量比率を設をできます。 

-発光量比率表示は数値とバー表示で同時に表示されます。 

-設をは1/3段ステップで設をできます。 


1:8 

-ルパネルに表示され、 


下 


発光量比率 


■ごを意 

設をした光量比（ガイドナン 
バ ー） を満足できなし、発光量 
比$を設をすると発光量比率 
表示が点滅表示します。 
このときは発光量比率または 
光量比(ガイドナンバー）を変 
更してください。 （ P .44) 


発光量比率 

コントロ ールパネル 表不 


A 

巧 

フラッシュ A のみ発光 
フラッシュ B は発光しません。 

8:1 

EI ： 1 

口 8:14:12:11:11:21:41:8 回 

発光量比率 8 :1 

廢出値に換算すると +3 段に相当します。） 

4:1 

•-1:1 

凸 sTi4 Ti27i lTl 1?2 iT4 1?8 回 

発光量比率 4 :1 

儒出値に換算すると +2 段に相当します。） 

2:1 

•?: 1 

凸 sTi4 Ti2Ti lTl iT2iT 4iTs 回 

発光量比率 2 :1 

儒出値に換算すると +1 段に相当します。） 

1:1 

/ 

凸 sTi 47i27i lTl i72iT4iT8 回 

癸^ホ量 H : 率 1:1 

フラッシュ A、B が同じ光量で発光します。 

1:2 

1:? ■— 

D 8:14:12:11:11:21:41:8 回 

癸ホ貴！■ヒ率 1 : 2 

廢出値に換算すると一 1 段に相当します。） 

1:4 

口 8:14:12:11:11:21:41:8 回 

発光量比率 1: 4 

儒出値に換算すると一 2 段に相当します。） 

1:8 

l ：3 ■― 

〇 8:1 4:12:11:11:21:41:8 回 

発光量比率 1: 8 

儒出値に換算すると一 3 段に相当します。） 

B 

巧 

フラッシュ B のみ発光 
フラッシュ A は発光しません。 


山 

' MACRO FLASHC 
FC-1 

：ONTROLLER 

JJ 

MODE 

◎ 

LAMP 

◎ 

CHECK 

0 

CHARGE 

1 〇 ) 

POWER 

い '' 1, L 

MANUAL 

Q sTi 4 Ti 2 TiiTi 

ソ.ィ 

1 1T21T4iTsLi 


GN/ 陋 




<ディフユーザ ー FD 下- 1 の使い方〉_ 

被写体の影を弱めソフトなライティング撮影ができます。また絞り （ F ) をより開放側で使用でき 
るなど、撮影領域を広げることができます。 



1. ディフューザー FDT -1 をツインフラッシュのディフュー 
ザー取り付け溝に差し込みます。 

-約2段光量が減少するためガイドナンバ ー( GN ) は下表のよ 
うになります。 

■ TTL AUTO 

• 適正露出で発光しますが、ガイドナンバー ( GN ) が減少 
するため調光範囲は狭くなります。 


■ MANUAL 

下記ガイドナンバ ー( GN ) を参考に絞り （ F ) を設定:してくだ 

さし、0 

2灯の場合(合成ガイドナンバー） 


光量比 

1/1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

1/256 

1/512 

GNm 

デイフューザーなし 

22 

16 

11 

8.0 

5.6 

4.0 

2.8 

2.0 

1.4 

1.0 

デイフューザーあり 

11 

8.0 

5.6 

4.0 

2.8 

2.0 

1.4 

1.0 

0.7 

0.5 

GNft 

デイフューザーなし 

72 

52 

36 

26 

18 

13 

9.2 

6.6 

4.6 

3.3 

デイフューザーあり 

36 

26 

18 

13 

9.2 

6.6 

4.6 

3.3 

2.3 

1.7 


1灯の場合 


光量比 

1/1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

1/256 

1/512 

GNm 

デイフューザーなし 

16 

11 

8.0 

5.6 

4.0 

2.8 

2.0 

1.4 

1.0 

0.7 

デイフューザーあり 

8.0 

5.6 

4.0 

2.8 

2.0 

1.4 

1.0 

0.7 

0.5 

0.4 

GNft 

デイフューザーなし 

52 

36 

26 

18 

13 

9.2 

6.6 

4.6 

3.3 

2.3 

デイフューザーあり 

26 

18 

13 

9.2 

6.6 

4.6 

3.3 

2.3 

1.7 

1.2 


<その他の使い方> 


■ツインフラッシュの三脚ネジを使い次のような使い方ができます。 



- TTL AUTO 

適正露出で発光しますが、調光範囲は撮影条件により変 
わります。 

- MANUAL 

テスト撮影により絞り （ F ) を設定:してくださし、。 
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< 調光範囲 > 


各レンズ別のツインフラッシュ TF -22 の調光範囲は次の図をごらんください。 

なおフラッシュは2灯を使用し、被写体に直角に照射した場合です。発光部のセットのしかたに 
より調光範囲は変わります。 

1. TTL AUTO 

被写体までの距離にがし下記範囲の絞り （ F ) を設をすれば適正露出で発光します。 

I I に0感度100時 K\\\N に0感度400時 

2. MANUAL 

被写体までの距離にがし線上に表示された光量比と絞り （ F ) を組み合わせれば適正露出の発 
光となります。 

■ごを意 

-適正露出は被写体などの条件により変わることもありますので、図を参考にテスト撮影を行い最適条件を設をされ 
ることをおすすめします。 

-被写体などの条件により変わりますので、図を参考にテスト撮影を行し、最適条件を設をされることをおすすめします。 


参 ZUIKO DIGITAL ED 50 mm F 2 Macro 

絞り （ F ) 

F 22 


F 16 

F 11 

F 8 

F 5.6 

F 4.0 

F 2.8 

F 2 

撮影距離 



1/16(1/64) 
1/32(1/128) 
1/64(1/256) 
1/128(1/512) 
1/256(—) 
1/512( - ) 


1 m 0.5 m 0.24 m 

☆:1 灯のみ使用時（旧0100、 1/512) 


TTL AUTO 調光範囲旧0100時 


23.1 cm 21.3 cm 
エクステンションチューブ 
EX -25 使用時 


K \ X \^ TTL AUTO 調光範囲 ISO 400時 

旧0100発光比1/5121灯時調光範囲 


■図の見方例〈撮影距離 2 m の場合〉 

TTLAUTO . に0100では^^ -- ►絞り F 2 〜 F 1 1が適正発光となる範囲です。 
MANUAL -に0100では光量比1/1のときは参絞り F 1 1が適正発光となります。 


参 ZUIKO DIGITAL 14-54 mm F 2 ぶ- 3.514 mm 時 



エクステンションチューブ 
EX -25 は使用できません。 


I I TTLAUTO 調光範囲旧0100時 

l\\\\N TTL AUTO 調光範囲 ISO 400時 

旧0100発光比1/5121打時調光範囲 


•ZUIKO DIGITAL 14-54 mm F 2 ぶ- 3.5 54 mmB 寺 


絞りの 

F 22 

F 16 

F 11 

F 8 

F 5.6 

F 4.0 
撮影距離 


光量比に0100 (に0400) 


んが 


1/16(1/64) 



☆:1灯のみ使用時（旧0100、 1/512) 
TTLAUTO 調光範囲旧0100時 


エクステンションチューブ 
EX -25 使用時 


TTLAUTO 調光範囲旧0400時 
旧0100発光比1/5121灯時調光範囲 
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•ZUIKO DIGITAL ED 50_200 mm F 2 ぶ- 3.5 50 mm 時 



I I TTLAUTO 調光範囲旧0100時 

K\\\N TTL AUTO 調光範囲旧0400時 


1/4(1/16) 
1/8(1/32) 
1/16(1/64) 
1/32(1/128) 
1/64(1/256) 

28 cm 〜278.6 cm 
エクステンションチュー 
EX -25 巧用時 



参 ZUIKO DIGITAL ED 50-200 mm F 2 ぶ- 3.5 200 mm 時 



I I TTL AUTO 調光範囲旧0100時 

K\\\N TTL AUTO 調光範囲旧0400時 



エフス了ンンヨンチュ ー 

EX -25 巧用時 


♦ZUIKO DIGITAL 11 -22 mm F 2.8-3.5 11 mm 時 


絞り思光量比に〇 1 〇0 (IS0400) ゾ、/ゾ、户.みぶぶぐみ夕 

1/16(1/64) 

1/32(1/128) エクステンションチューブ 
EX -25 は使用できません。 

1/64(1/256) 

1/128(1/512) 


1。56(—— ) 


1/512( —— ) 


撮影距離 16 m 8 m 4 m 2 m 1 m 0.5 m 0.25 m 

☆:1 なのみ使用時（旧0100、 1/512) 

I I TTL AUTO 調光範囲旧0100時 

K\\\N TTL AUTO 調光範囲 ISO 400時 

旧0100発光比1/5121打時調光範囲 


♦ZUIKO DIGITAL 11 -22 mm F 2 ぶ- 3.5 22 mm 時 

か思 光量比 IS 0100 ( ISO 40 0) ゾゾぶぶ'ぶ夕ぶ、、ンみ 


1/32(1/128) エクステンションチューブ 
EX -25 は使用できません。 

1/64(1/256) 


1/128(1/512) 


1。56(—— ) 


撮影距離 

16 m 

8 m 

4 m 

2 m 1 m 

0.5 m 

0.28 m 



I I 

TTL AUTO 

調光範囲に0100時 





K\\\N 

TTL AUTO 

調光範囲旧0400時 





















































































カスタム設定のしかた 


本機の仕様を使いやすいようにカスタム設をすることができます。 



設おのしかた 

1. 本機の電源を入れます。 

2. モードボタンを2砂]^ソ上押すと設定:モード表示に変わります。 

3. ダイヤル A を回して設をモードを還びます。 

4 . ダイヤル B を回して仕様を設をします。 

5. モードボタンを押すと設をは終了し、表示は戻ります。 


設をモード 

モード表 71^ 

仕様表示 

機 能 

初期設を 

ダイヤル A 

ダイヤル B 

AF イルミネーター 
ランプ 

ILL 

巧'こ 

巧 

カメラ側の制御により AF イルミネーターが働きます。 

A 

01- r- 

AF イルミネーターが働きません。 

LAMP タイマー 

LHP 

1 ••〜 53 •‘ 

モデリングランプの点灯時間を設をできます。 

設を可能時間 

1"(1 秋〜10"、15"、20"、25"、30"、40"、50"、60"、- (3 分） 

30" 

光量補正 


aw 

光量補正が働きません。 

OFF 

れ 

an 

光量補正が働きます。 


ガイドナンパー表示 

GN 

aw 

MANUAL の発光量表示を光量比で表示します。 

OFF 

on 

MANUAL の発光量表示をガイドナンバーで表示します。 

ガイドナンバー 
距離単位 

mft 

m 

ガイドナンバー表示を m 単位で表示します。 

m 

ft 

ガイドナンバー表示を fee 禅位で表示します。 


-カスタム設をはリングフラッシュ （ RING )、 ツインフラッシュ （ TWIN ) 別々に設をできます。 
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オールリ七ット 


カスタム設を値を初期設をへ戻すことができます。 



-モードボタン、パネルライトボタンを同時に2秒に(上押す 
と、距離表示 ( m / ft ) を除き、設をは初期設をに戻ります。 

-距離単位 ( m / ft ) は設をのまま変わりません。 

. リングフラッシュ （ RING )、 ツインフラッシュ （ TWIN ) 別々 
にリセットしてください。 


警告表示一覧 


警告表示 

コントロールパネル表示 

こうしましよう 

リングフラッシュまたはツ 
インフラッシュが接続され 
ていなし、。 

、 

m II 

4* 

し 

、し' 

'■、、 


-約4秒後表示が自動的に消えます。表示が消 
えたらリングフラッシュまたはツインフ 
ラッシュを取り付けてください。 

コネクター接続不良また電源 
ON の状態でコネクターを抜 
いた。 


1 

\■ク 
-- が, C • 
クク ■ 、 

1 

ク 

II ■ 

% 

-約4秒後自動的に消えます。 

-表示が消えたらリングフラッシュまたはツ 
インフラッシュのコネクターを接続し直し 
てください。 

ツインフラッシュ発光量比率不適 

- MANUAL 時、発光量 J : ヒ 
率が設を通りに発光でき 
なし、。 


1 

•じ軒■ム词 

1/,'|、’ 1、 


-発光量比率または光量比を変更してくだ 
さし、。 


47 

































































































連続発光について 

連続発光すると発光部が熱くなり、劣化、故障の恐れがありますので、連続発光は々の回数まで 
とし、10分に(上ィ木ませてください。 

■連続発光制限回数 



制限回数 

リングフラッシュ RF -11 

40回 



制限回数 

ツインフラッシュ TF -22 

40回 
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アクセサリ（別売） 
•シュー アダプターリング 



フラッシュアダプターリング FR-1 

オリンパス「フォーサーズシステム」 ZUIKO DIGITAL 
ED50mm F2.0 Macro と組み合わせて使用するときの取り 
付け用アダプターです。 


•外部電源 


フラッシュハイボルテージセット SHV-1 

(ハイボルテージパック HV-1、 ニッケル 水素電池 BN-1、 

AC アダプター AC-2) 

専用のニッケル水素電池 BN-1 を使用し、フラッシュの急 
速充電ができ、撮影可能お数が増えます。 


(当社試験条件による） 


FC -1 使用電池 

HV -1 使用電池 

発光間隔 

発光回数 

単3アルカリ電池 

BN -1 

約1砂 

約750回 

なし 

約 1.2 秒 

約420回 


■ごを意 

連続フル発光は40回までとし10分が上休ませて、発光部を放置、冷ま P してくださし、。 
詳細は P .48 をご寶ください。 
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Q 公 A 

Q 電源が入らない。 

A 々のときには電源が入りません。 

-使用しないリングフラッシュおよびツインフラッシュのコネクターキャップがはめ込まれ 
ていない。 

-リングフラッシュとツインフラッシュを両方とも接続した。 

Q イ也のフラッシュと組み合わせて 、 「TTL AUTO 」 で多灯撮影はできますか？ 

A 多灯撮影はできません。 

Q 続けて発光させたらフラッシュが熱くなったのですが。 

A チャージランプが点灯直後の連続発光を繰り返すと、電池が発熱します。 

発光部と電池が冷えるまで間隔をおいて撮影してください。 

Q カメラに装着できません。 

A ロックピンが出ているとカメラに装着できません。その場合ロックリングを「卜 LOCK 」 と反 
がに止まるまで回してロックピンを引っ込めてからカメラに装着してください。 ( P .14) 

Q モー ドボタンを押しても制御 モー ドが切り換わらない。 

A 通信可能なカメラに接続すると、フラッシュの制御モードがカメラ側しか還ができない機種 
があります。 

Q フラッシュ撮影時、カメラのホワイトバランスはどのようにしたら良いでしょうか。 

A 才ートモードでのご使用をおすすめします。マニュアルホワイトバランスを使用すると 
きは550 0 K に色温度を設をしてください。 なおつぅ、ソ シュ撮影条件によって色温度は変 
イヒします。 

Q オリンパス「フォーサーズシステム」デジタルー眼レフカメラ E -1 がスリープに入ったとき、 
本機 （ FC -1) のコントロールパネル表示が消えた。 

A 正常です。本機は E -1 と連動してスリープに入ります。カメラがスリープから復帰すると本 
機も連動して復帰します。 

Q オリンパス「フォーサーズシステム」デジタルー眼レフカメラ E -1 の電源を切ったとき、本機 
も電源が切れますか？ 

A E -1 の電源を切ったときは、本機はスリープになります、再び E -1 の電源を入れれば、本機も 
電源 ON になります。電源を切るときには、本機の電源を先に切ってください。なお通信機 
能のないカメラと組み合わせたときには、本機を約60分間何も操作しないと自動的にスリー 
プになります。 
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主な仕様 


参マクロフラッシュコントローラー FC -1 
MODEL NO . : FS - FC 1 


形式 
発光部 

才ートパワーオフ 
イルミネーター 

電源 


外部電源 

大きさ 

質量 

使用環境 


:デジタルスチルカメラ用外部フラッシュコントローラー 
:リングフラッシュ RF -11 またはツインフラッシュ TF -22 交換式 
:通信可能なカメラのオートパワーオフに連動 

:通信可能なカメラとの組み合わせ時のみ低輝度で自動照射有効距離の 
目安(使用するカメラ、レンズの種類によって異なります） 0.2 m 〜 3 m 


:単3アルカリ電池 （ LR 6 タイプ） . 4本 

単3ニッカド電池 . 4本 

単3ニッケル水素電池 . 4本 

単3ニッケルマンガン電池 ( ZR 6 タイプ） . 4本 

単3リチウム電池 （ FR 6 タイプ） . 4本 

CR - V 3( 当社製 LB -01) リチウム電池パック……2本 


:フラッシュハイボルテージセット SHV -1 (別売） 

: 78 mm (幅） X 141 mm (高さ） X 119 mm (奥行）（突起部含まず) 
: 320 g 價池別） 

■ 温度〇〜40 C 、湿度80%じ(下(結露しないこと） 


参リングフラッシュ RF -11 


MODEL NO . : FS - RF 11 

形式 ：デジタルスチルカメラ用外部フラッシュ 

ガイドナンバー : TTLAUTO 時11 


MANUAL 0.7 〜11 


照射角度 
発光時間 
発光回数 

充電時間 

(フル発光してからチヤー 
ジランプ点灯まで） 


: 85。 

:約1/560秒 

:約250回（単3アルカリ電池使用時） 

約420回（リチウム電池 LB -01 使用時) 
:約4秒(単3アルカリ電池使用時） 

約4秒（リチウム電池 LB -01 使用時） 


(撮影条件しより変わる） 


発光モード 
イルミネーター 
レン ズの取付形式 
ケーブル長さ 
大きさ 


: TTL AUTO/MANUAL 
: 4個内蔵 

:レンズバヨネット 
:約100 mm 

: 120 mm (幅） X 135.5 mm (高さ） X 24 mm (奥斤）（ケ-ブルを除く） 


質量 ： 145 g 

使用環境 ：温度〇〜40で、湿度80%]^ソ下(結露しないこと） 
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•ツインフラッシュ TF -22 


MODEL NO . : FS - TF 22 


形式 

ガイドナンバー 


照射角度 
発光時間 
発光回数 


充電時間 

(フル発光してからチヤー 
ジランプ点灯まで） 


:デジタルスチルカメラ用外部フラッシュ 
:フル発光時2灯使用時 • 221灯使用時 • 16 
最小発光時2灯使用時 •1.0 1灯使用時 • 0.7 
MANUAL 発光時2灯使用時- 1.0 〜221灯使用時- 0.7 〜16 
:1灯時上下50° 左右55° 

:約1/1250秒 

:約250回（単3アルカリ電池使用時） 

約420回（リチウム電池 LB -01 使用時）（撮影条件により変わる） 
:約4秒(単3アルカリ電池使用時） 

約4秒 （ リチウム電池 LB -01 使用時） 


発光モード 
イルミネーター 
レン ズの取付形式 
ケーブル長さ 


: TTLAUTO/MANUAL 
:1灯につき4個内蔵 

:シューリング SR -1 (付属フィルターねじ径 67 mm 、72 mm ) 
:約100 mm 


〈発光部〉 

•大きさ ： 73 mm (幅） X 50 mm (高さ） X 39 mm (奥行） （1 灯、ケーブルを除く） 

•質量 ： 105 g (1 灯） 

〈シューリング SR -1〉 


•大きさ ：1 46.5 mm (幅） X 100 mm (高さ） X 22.5 mm (奥行) 

-質量 ： 95 g 

使用環境 ：温度〇〜40で、湿度80%]^ソ下(結露しないこと） 


外観-仕様は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承くださし、。 


鲁ホー ム ぺージ http :// www . olympus . co . jp / 

参電話でのご相談窓口 

カスタ マー サポートセンター函0120 -084215 
携帯電話- PHS からは TEL : 0426-42-7499 
FAX : 0426-42-7486 
営業時間平日9:30〜21:00 

±、日、祝日10:00〜18:00 

(年末年始、システムメンテナンス日を除く） 

参修理に関するお問い合わせ（オリンパス岡を修理センター） 

TEL : 0266-26-0330 / FAX : 0266-26-2011 

干 394-0083 長野県岡を巿長地柴宮 3-15-1 

営業時間9:00〜17:00 (± •日•祝日巧び当社イ木日を除く） 
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OLYMPUS 


http://www.olympus.com/ 

OLYMPUS CORPORATION 

Shinjuku Monolith , 3-1, Nishi Shinjuku 2- chome ， Shinjuku - ku , Tokyo , Japan 
Customer support (Japanese language only ): Tel . 0426 -42-7499 Tokyo 


OLYMPUS AMERICA INC. 

Two Corporate Center Drive , Melville , NY 11747-3157, U . S . A . Tel . 631-844-5000 

Technical Support (USA) 

24/7 online automated help : http :// www . olympusamerica . com / E 1 
Phone customer support : Tel . 1-800-260-1625 ( Toll - free ) 

Our phone customer support is available from 8 am to 10 pm 

(Monday to Friday ) ET 

E - Mail : e - slrpro @ olympusamerica.com 

Olympus software updates can be obtained at : http :// www . olympusamerica . conn / E 1 


Olympus Europa GmbH 


Premises/Goods delivery : Wendenstrasse 14-18, 20097 Hamburg , Germany 
Tel . 040-237730 

Letters : Postfach 10 49 08, 20034 Hamburg , Germany 

Hotline Numbers for customers in Europe: 

for Germany 

for Austria , Belgium , Denmark , France , 

Netherlands , Norway , Sweden , Switzerland , 

United Kingdom 

for Finland , Italy , Luxembourg , Portugal , 

Spain , Czech Republic 

for Greece , Croatia , Hungary , and the rest of Europe 


Tel . 01805-67 10 83 
Tel . 00800-67 10 83 00 


Tel . +49180 5-67 10 83 


Tel . +49 40-237 73 899 


Our Hotline is available from 9 am to 6 pm (Monday to Friday ) 
E - Mail : di . support @ olympus - europa.com 
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